
(1)所属

(2)学校支援ボランティアの人数。登録者が不明の場合、活動実績数の平均。 55.3名
(3)地域コーディネーターの平均経験年数。 2.9年
(4)地域コーディネーターの１か月の平均活動時間。 9.4時間
(5)地域コーディネーターの１か月の平均学校訪問回数。 4.1回

★地域コーディネーターの取組について
(1)どの活動に力を入れて取り組んでいますか。

(２)支援してほしいことは何ですか。（特にあてはまる番号３つまで選択可）

★奈良県学校・地域パートナーシップ事業（以下パートナーシップ事業という）の各実施箇所におけ
る活動の実施状況について

【地域コーディネーター】
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教職員向けの研修の企画・実施 

ボランティア向け説明会・研修の実施 

本事業そのものの運営企画 

事務処理 

ボランティアの募集 

ボランティアの要望・状況把握、ボランティアとの相談、情… 

学校・地域パートナーシップ事業の広報・普及啓発活動 

ボランティアの活動計画立案・活動支援 

ボランティアとしての活動 

学校の要望・状況把握、学校との相談、情報提供 

学校と地域、ボランティア等との連絡調整 
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パートナーシップ事業間の連携を促進するための仕組みを

作ってほしい 

パートナーシップ事業のノウハウを共有するためのリーフレッ

トがほしい 

コーディネーター向けの研修を実施・充実してほしい 

コーディネーターやボランティアの後継者を増やすための講

座をしてほしい 

地域住民に対する広報を充実してほしい 



(３)苦労した点、工夫した点は何ですか。（自由記述）
○ボランティアの発掘が難しい ○ボランティアの募集の仕方
○ボランティアの謝金に差がある ○教職員の意識向上と理解
○実態把握と課題克服への活動、協力体制づくり ○活動計画について
○ボランティアと子どもたちの距離感
○学校への関わり方をどのようにすればいいか。
○学習ボランティアに参加していますが、短期間、短時間で効果を上げるのはなかなか難しい
○みんなと合わせられない子どもがいた時の対処
○コーディネーターとしての動きがわからず、実働できていません。

★パートナーシップ事業推進上の要望把握について
(1)どのようにして学校の要望を把握していますか。（複数回答）

(2)どのようにしてボランティアの要望を把握していますか（複数回答）

○学校に関わっているボランティア、ＰＴＡ、地域団体のリーダーとの連携が必要。町の他の校区
のコーディネーターとの連携（活動状況、共同してできる事、懇談、懇親）
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特に実施していない 

活動日誌等の記載をもとに把握している 

ボランティア経由で話を聞いている 

定期的に打合せをしている 

学校コミュニティ協議会（仮称）等で把握している 

教職員と日常的に話をしている 

ボランティアとしての活動の中で把握をしている 

必要に応じて、打合せをしている 
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特に実施していない 

活動日誌等の記載をもとに把握している 

定期的に打合せをしている 

ボランティアと日常的に話をしている 

学校や地域住民組織等から話を聞いている 

ボランティアとして一緒に活動する中で把握をしている 

必要に応じて、打合せをしている 


